
                                                   

令和６年11月20日 

帯広市立稲田小学校 

 令和６年４月18日に実施された全国学力・学習状況調査における本校児童の結果概要及び取組の成果や課
題についてお知らせします。 
 なお、全国学力・学習状況調査の目的及び対象等につきましては、次のとおりです。 
〔目的〕〇 全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改

善を図る。 
〇 学校における児童への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 
〇 そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

〔対象〕 小学校第６学年 
〔問題〕 国語、算数、質問調査 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀言葉の使い

方に関する…

➀情報の扱い

方に関する…

➀我が国の言

語文化に関…

➀話すこと・

聞くこと

➀書くこと

➀読むこと②知識・技能

②思考・判

断・表現

選択式

短答式

記述式

稲田小学校 北海道（公立） 全国（公立）

➀数と計算

➀図形

➀変化と関係

➀データの活用

②知識・技能
②思考・判断・

表現

選択式

短答式

記述式

稲田小学校 北海道（公立） 全国（公立）

令和６年度全国学力・学習状況調査に係る結果の概要等について 

国語 

算数 

（１）結果 
▲全国平均と比べて下回った。 

 
（２）概要 
 〇「情報の扱いに関する事項」の問題で適

切な話し方を考えることができる。 
 〇「読むこと」の領域で心に残った事項に

ついて理由を説明することができる。 
 ▲「思考・判断・表現」の問題に課題があ

る。 
 ▲漢字の問題で無解答が多かった。 
 
（３）考察（上記（１）、（２）から） 
 「思考・判断・表現」の問題に課題がある
ものの、その土台となる漢字の読み書きなど
知識・技能の確実な習得が必要である。 
また、文章は書けるようになってきている

ので目的に応じて書く力を付ける必要があ
る。 

（１）結果 
▲全国平均と比べて大きく下回った。 

 
（２）概要 
 〇図形の見取り図について理解している。 
 〇円グラフの特徴を理解し、読み取ること

ができる。 
 ▲「記述式」の問題に課題がある。 
 ▲示された情報をもとに、立式することに

課題がある 
 
（３）考察（上記（１）、（２）から） 
 「思考・判断・表現」に課題があるものの
その土台となる四則計算など､知識、技能の確
実な習得が必要である。 
また、公式の理解と問題文の理解を指導

し、立式の力を高める必要がある。 



 

 

 学習習慣や授業改善等に係る６２の質問の中から、本校児童の特徴的な回答について、次のとおりお知ら

せします。なお、棒グラフにおける青は「当てはまる」、橙は「どちらかといえば、当てはまる」、灰は「ど

ちからといえば、当てはまらない」、黄は「当てはまらない」を示しています。 

学習習慣等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問紙では「国語や算数の学習は大切」と回答する児童の割合が全国と比べて高いものの、「国語や算数の

授業の内容はよく分かる」と回答する児童の割合が半数程度にとどまっており、学びに向かう力は高いもの

の、基礎・基本となる知識・技能の取得に課題が見られる。そこで、学力向上については、「基礎・基本の知

識・技能の定着」「自己肯定感の向上」を大切にしていきたい。 

 「基礎・基本の知識・技能の定着」については、検定部による 100ます計算や漢字検定、「これっきり稲田

くん」による当該学年の基本問題への徹底的な取組を実施する。 

また、「自己肯定感の向上」では、「いなだ博士ちゃん」や検定部の取組、また、「これっきり稲田くん」の

実施による頑張れば目標を達成できる成功体験を積み重ねることを大切に 

していく。 

 なお、日常の授業改善としては、学力調査の問題を分析し「条件に合わせて 

書くこと」や「様々な形でのアウトプット」（ノート、タブレット、発言等） 

を授業に取り入れ、学習に向かう力とともに学力の向上に引き続き取り組む。 

児童質問紙 

学力向上の取組について 

全国

北海道

稲田小

全国

北海道

稲田小

 将来に希望をもち目標に向かって学習している様子がある。また、困ったときに先生や大人に相談することができると回答して

いる児童が全国・全道よりも多いものの否定的回答の割合も多いことから、校内における相談体制の充実に努める必要がある。 

全国

北海道

稲田小

全国

北海道

稲田小

 「授業の内容がよく分かる」と回答している児童の割合が､全国・全道と同程度ではあるものの半数にとどまっており、一単位

時間における「分かった」「できた」という実感をもたせる授業改善が必要である。今後は教科の学習目標を授業の中で到達さ

せ、1時間1時間で達成感を味わえるような授業改善を行っていく。 

国語の授業の内容はよく分かりますか 算数の授業の内容はよく分かりますか 

将来の夢や目標を持っていますか 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか 


